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要旨 

 

《目的》市原市災害時保健活動マニュアルを用いた研修会の企画・実施において行われた自

治体の多職種連携・協働に関する方法について明らかにする。 

《方法》本研究は、フォーカスグループインタビューによる質的記述的研究である。保健師

ジャーナル 72 巻 9 号に掲載されていた『「市原市災害時保健活動マニュアル」にもとづく

研修会の取り組み』の研修プログラムの企画・実施に携わった保健師 2名とその経緯を知る

保健師 1名に半構造化インタビューを実施し、質的記述的分析を行った。なお、本研究は、

聖路加国際大学研究倫理審査委員会の承認を受け、実施した。（承認番号:23-A052） 

《結果》市原市災害時保健活動マニュアルを用いた研修会の企画・実施において行われた自

治体の多職種連携・協働に関する方法として、【部署内における災害に関する体制を作る】、

【日頃の保健活動を通して他職種・地域住民との連携・協働を行う】、【マニュアル策定時か

ら多職種連携を行う】、【多職種を巻き込んだ災害時を想定した研修を企画実施する】という

4 のカテゴリと 15 のサブカテゴリが抽出され、マニュアル策定以前の体制作りや日常活動

における連携・協働、マニュアル策定時および研修の企画・実施における連携・協働などの

段階が示された。 

《結論》日頃の保健活動やマニュアルの策定、研修会の企画・実施といった全ての保健師

活動において、災害における多職種との連携・協働を意識した活動が行われていたことが

明らかとなった。発災時の保健活動には、様々な機関や部署が関わっているため、平時か

ら顔見知りの関係を積極的に築き上げていく必要があり、災害時の保健活動等に関するマ

ニュアルを作成する際には、保健師をはじめとした多職種での関与の必要性が示唆され

た。また、災害平時における保健師の特徴としては、地域に身近な存在であるからこそ日

常の業務の中から発災時を見据えた多職種や地域住民との連携・協働が可能であることが

明らかとなり、また、保健師の役割として求められていることが示唆された。 

実践への示唆として、各自治体において独自の災害時保健活動マニュアルを策定するこ

とが望ましく、災害発生時には、様々な機関や部署との連携・協働が必要不可欠であるた

め、マニュアル策定の段階から多職種連携・協働の有用性が示唆された。また、今回のイ

ンタビューで行われていた多職種を巻き込んだ研修の実施が、平時から他職種と顔の見え

る関係づくりに繋がり、発災時に連携しやすくなるのではないかと考える。 

 


